
 

公益社団法人日本駆け込み寺  設立趣旨 

 

現在の日本社会では、ＤＶ、家庭内暴力、多重債務、自殺願望、ひきこもり、刑務所出所

後の受け入れ先など、様々な問題に苦しんでいる人がたくさんいます。 

  

もちろん、それぞれの問題に相談窓口はありますが「困りごとの救急総合病院」ともいう

べき相談所はほぼありません。 

  

窓口のわからない方への対応、「ＤＶと借金」というふうに困りごとが重なっている方への

対応をする場は少ないでしょう。また、家庭内の問題は、民事不介入によって、事件にな

らない限り公的機関がなかなか介入できません。 

  

「困りごとの救急総合病院」として、玄秀盛を代表とするＮＰＯ法人新宿歌舞伎町駆け込

み寺(旧名称・ＮＰＯ法人 日本ソーシャルマイノリティ協会)は、歌舞伎町で９年間にわた

り、ひとびとの悩みを傾聴してきました。 

  

被害者であろうと加害者であろうと分け隔てなく、苦しむ人々はどんな方でも受け入れる

という姿勢のもと、対話による救済活動を行ってきました。 

  

北海道や九州、沖縄などからも苦悩を抱えた相談者が駆け込んで来ることから、全国の繁

華街で直接面談する活動を展開したいと考え、２０１１年７月７日、日本財団の協力のも

と、一般社団法人日本駆け込み寺を設立することになりました。そして、２０１２年１１

月１日、さらに広くひとびとを利することのできる、公益社団法人格を取得することがで

きました（ＮＰＯ法人・一般社団法人としては活動を停止しました）。 

 

「たった一人を救う」をモットーに、目の前の相談者の内なる「自立」の力を引き出す活

動に全力で取り組んでまいります。そして、この活動を全国に広げ、一人でも多くの人が

幸福を実感できる社会の実現に向け、日本駆け込み寺は全力で邁進する所存です。 

 

 

公益社団法人日本駆け込み寺  代表 玄秀盛 


